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１１．．御御堂堂筋筋をを取取りり巻巻くく状状況況とと今今後後のの課課題題ににつついいてて  
当会の議論では、沿道のビジョンづくりや、駐輪問題など直近の課題解決に向けたアクションの必要

性が出されています。今後、これらのことを進める上で、御堂筋を取り巻くまちづくりの状況等を踏ま

え、どのような方向性を取るべきか、について、大阪市の都市魅力関係の特別参与を務め、御堂筋のま

ちづくり等に深く関わられている、大阪市立大学の嘉名先生から話題提起を頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

当会の今後のあり方、他のまちづくり団体との連携、すみ分けについて意見交換を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

このような意見を受け、ソフトランディングを基本に各団体とも連携を図っていくこと、その中で、

当会としては不動産オーナーの会として共通する課題の解決（駐輪問題など）、アクションへと取り組

んでいくことを確認しました。 

２２．．駐駐輪輪問問題題ににつついいてて  
かねてより課題となっている駐輪問題について、過日にミナミ

まち育てネットワークで実施した社会実験「ミナミグリーンスポ

ット」の取り組み結果を、同団体の門重氏より紹介頂きました。 

定定例例会会ニニュューースス  vvooll..44  
（平成２７年１１月） 

「ミナミ御堂筋の会」は、ミナミの御堂筋沿道の不動産オーナーが連携し、

「世界の御堂筋」をめざして、まちのあり方を提案し、実現に向けて働き

かける団体です。 

 

＜会のあり方、他の団体とのすみ分けについて＞ 

◎御堂筋・長堀 21 世紀の会はハードに強みがあるなど、各団体はそれぞれの特性を生かした取り組みをす

る一方、駐輪問題は各沿道団体に共通する課題であり、今後連携していくのであれば、そのようなとこ

ろから一緒に取り組んでいくべき。 

◎方向性が重なってくれば、融和していくことも違和感がない。むしろ、ソフトランディングを図ってい

くべきではないか。 

＜今後の取り組みについて＞ 

◎BID を行っていくとなると一体どのくらいの費用がかかるのか、試算していくべきではないか。そういっ

た具体的な材料を提示して議論していくべき。 

 

 

＜嘉名先生から＞ 

・御堂筋では、モデル整備区間を実験的な位置付けとして、公共空

間再整備にあわせてまちの格づくりを図っていこうとしている。

今後、グレードの高い整備を実現し、その上で BID のようなエリ

アマネジメントの仕組みで地域経済を活性化させる展開が期待

される。 

・御堂筋に関わる団体、メンバーが増えており、それ自体は望まし

いこと。各団体でコミュニケーションを取りながら、団子の串の

ように一本筋の通った展開が必要な時期にさしかかっている。各

団体と対話を図りながらまちづくりを展開していくことが大事。 
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その後、今後の取り組みについて意見交換を行い、今後も、モデル整備区間での協議等も並行しなが

ら、この課題を検討していくこととしました。 

 

 

 

３３．．御御堂堂筋筋イイルルミミネネーーシショョンンににつついいてて  

大阪府府民文化部都市魅力創造局魅力づくり推進課魅力推進グループ田中様、安田様から、取り組み

の現状等を話題提供頂いた上で、今後の御堂筋イルミネーションのあり方について、意見交換を行い、

今後も継続してあり方を話し合っていくこととしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※定例会終了後、はり重様にて忘年会を開催しました。ご参加頂きありがとうございました。また、は

り重様には大変お世話になりました。重ねてお礼申し上げます。 

本本年年もも当当会会のの活活動動にに参参画画頂頂きき、、あありりががととううごござざいいままししたた。。来来年年ももどどううぞぞよよろろししくくおお願願いい申申しし上上げげまますす。。  

 

次回定例会のお知らせ 
平成 28 年 1 月 25 日（月）16：00～ 難波御堂筋ホールにて開催 

 発行：ミナミ御堂筋の会  URL：https://www.facebook.com/minami.midosuji 

問い合わせ先：ミナミ御堂筋の会事務局 

（株式会社地域計画建築研究所大阪事務所 内【担当：絹原・羽田】） 

〒540-0001 大阪市中央区城見 1-4-70 住友生命 OBP プラザビル 

TEL：06-6942-5732  FAX：06-6941-7478  E-mail：minami-midosuji@arpak.co.jp 

 

◎駐輪問題は過去から取り組んでいるがなかなか変わらない部分。総合的に取り組んでいかないと解決し

ない。トップに働きかけるなど大きな動きも必要。 

◎BID 的な形で沿道へ警備を広げていく話があったが、相応の負担は必要である。会として取り組んでいく

べきことをある程度決めた上で、行政へ働きかけていくことが有効。 

 

 

 

グリーンスポットの取り組み 自転車利用の実態調査結果 取り組みのまとめ 

◎今後、行政予算が厳しくなる中では、民間の力が不可欠である。例えば、今回実施したサンタランは有

料でも申し込みが多数あった。お互いに知恵を絞って、解決していくべきではないか。 

 

＜定例会参加者＞ 

【正会員】高橋（株式会社スポーツタカハシ）、髙士（佳）（都島自動車株式会社）、藤本（稔・有吾）（株
式会社播重）、奥内（株式会社オクウチサービス）、池田（有限会社泉屋）、高山（東亜商事株式会社）、梅
田（光明興業株式会社）、吉田（株式会社ベルコ）、木村 

【賛助会員】井原（株式会社アイ・プランニング） 

【オブザーバー】大谷（オリックス株式会社）、一枝（友）・加藤（ホテル一栄）、中村（有限会社ナカムラ）、
門重（ミナミまち育てネットワーク） 

【事務局】中塚・絹原・羽田・中井（株式会社地域計画建築研究所（アルパック）） 

https://www.facebook.com/minami.midosuji
mailto:minami-midosuji@arpak.co.jp

